
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ こたえ 名前

中和の折れ線グラフ ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「中和の折れ線グラフ」

1 中和点をこえると 標準

前のページと同じ実験です(A液とB液を合わせて 8mL)。B液 1mL には、水酸化ナトリウムが

40mg とけています。B液が 6mL をこえたときの、のこる固体を調べます。

(1) B液 8mL(A液 0mL)のとき、のこる固体は水酸化ナトリウムだけで、40×8＝ 320  mg

です。

(2) B液 6mL のとき 351mg、8mL のとき 320mg なので、6mL から 8mL までに、

351−320＝ 31  mg へっています。B液 1mL あたり 15.5  mg ずつへっていきます。

ヒント 固体の重さは、中和点(B液 6mL)で最大になっています。

(3) B液 7mL のとき、のこる固体は何mgですか。

ヒント 6mL から 1mL ふやすと、15.5mg へります。

351 − 15.5 = 335.5　答え 335.5 mg

(4) この液では、A液が へる ぶん、食塩の重さがへります。それが、ふえる水酸化ナトリウムの重

さより 大きい ので、全体の重さがへります。(へる・ふえる／大きい・小さい)

2 アンモニア水だったら 標準

B液のかわりに、ちょうど中和する体積が同じ、アンモニア水を使いました。アンモニアは気体で、アンモ

ニア水をじょう発させても、あとにのこりません。

(5) B液(アンモニア水)8mL、A液 0mL のとき、じょう発させてのこる固体は 0  mg です。水

酸化ナトリウム水よう液のときは 320mg のこったので、水酸化ナトリウムは 固体 、アンモ

ニアは 気体 であることがちがいます。
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